平成26年度第1回理事会議事録
2014年8月5日（火）20：00～21：00

1. 理事長選出
　総数52名の理事に事前に行われた理事長候補推薦アンケートで29名から回答があった。理事長は理事の互選によるという規定に基づき、21票の推薦を獲得した大西宏明先生を理事長に選出したいという提案が議長代理の形見先生（2期生）からあり、満場一致の挙手で、平成26年度・27年度の理事長は大西宏明先生（１期生）が前年度に引き続き再任された。

2. 常任委員会委員長選出
理事全員が四つの常任委員会のいずれかに所属するという規定により、事前アンケートの希望を優先した所属案が、拍手によって承認された。
次に委員長の選出は、もっと学年を下げてもいいのではないかという意見もあったが、第一希望で尚且つ学年が上の先生にお願いしたいということを議長が提案し、監査委員長は形見先生、懲罰委員長は河井先生にその場で了承いただいた。
選挙管理委員会委員長は、後日、出口先生に事務局から伺うことになった。
定款委員会委員長は、同学年の西田先生と横井先生で相談いただくことになった。

3. 研究助成金の審査・決定
大森学術局長から選考過程の説明が行われた。外部評価委員による採点結果をふまえて、研究助成金部門は徳留健先生、研究奨励金部門は小川大輔先生の受賞が満場一致の拍手によって承認された。

今後の研究助成金・研究奨励金の選考方法について、理事会として、以下の意見が上がった。
1 外部評価委員の臨床系と基礎系の人数の割合が現在1：2であるので、臨床系の評価委員を増やしてバランス良くしてほしい。
2 規定の「理事会で受賞者を決定する」という文言の意味を明確にしてほしい。現状は、例えば各理事が投票の権利を持っていて受賞者を決定できるわけではなく、評価点の最高得点者を助成対象者として承認するかどうかに限った場となっているので、表現を変えた方がよいのではないか。もしくは、何らかの理事の意見を反映した規定を検討いただきたい。
3 医学全般にわたって様々な分野のテーマで申請されるので、内容以外の、ロジカルかどうかといった観点で採点されるような工夫がほしい。
4 評価委員に同窓から就任することは可能か。
5 執行部は上の学年の先生が中心となってしまうが、全学年から出ている理事の意見を反映した形で検討いただきたい。

これに対し、大森学術局長から、以下の回答があった。
・制度開始当初の評価委員数まで戻せるように、外部評価委員の推薦を理事から再度募りたい。特に臨床系の先生を推薦いただくようにお願いする。
ただし、同窓生を評価委員とするのは公平性の面から出来ない。次の助成金募集までに、評価委員を募集し、人選は学術局に一任いただき、理事会の承認を得て公表する。
・規約の文言である「理事会で決定」については、「承認」と変更するかどうか再度検討する。
・現在の採点基準の6項目は確立したものなので、今後も通常の審査はこれでいきたい。
・これまでは専門性は勘案せずに評価委員に分担いただいていたので、今後、反映させるかどうか検討する。
・学術助成金制度の改革は一度には無理なので、まずは評価委員を増やすことから始めたい。




4. 国外留学助成金の審査・決定
大森学術局長から、平成26年度第一回国外留学助成金に井上英樹先生（H15卒）の申請があり、第一次審査（書類審査）で不備がなかったことが報告された。選考基準に則り、参加理事全員による第二次審査が行われた結果、同申請への助成を決定し助成額は211,700円とした。

5. 平成26年度・27年度副会長の承認
本年行われた会長選挙に伴い、副会長に平川栄一郎先生、関啓輔先生、安岐康晴先生の3名が前年度に引き続き任命され、理事会で承認された。

6. その他
同期からの弔電について
同期の先生の急な訃報への対応が学年理事として難しいので、同窓会から、規定に定められた同窓会一同からの弔電とは別に、「〇〇期卒業生一同」としての弔電を出してほしい、まず一同ということで弔電を送った上で、理事はできるだけ周知に努めたい、との提案が形見先生からあり、執行部で検討することになった。
国外留学助成金の理事会審査について
[bookmark: _GoBack]国外留学助成金の選考方法（事前に申請書類の採点を理事全員が行うか、又は理事会の場で参加理事だけで採点するか）や金額（採点に基づいた助成額にするか、一律満額か）に関して、最近の留学減少傾向を考慮して、よりいい形で進んでいくように検討してほしいという理事会の意見が提案された。

7. 理事長挨拶　再任された大西理事長から、以下の通りの挨拶があった。
「年度が進めば理事も増えて若い先生も増えます。若い先生の意見を反映できるには、理事会がすごく大きな力がありますので、学年の方に声をかけていただいて、意見を出していければと思います。もし若い先生で直接、理事会で発言しにくい場合は、あらかじめ執行部（事務局）に意見として出していただければ執行部に検討いただき理事会で審議できますので、今後も、そのような形で進めていきたいと思います。」

8. 会長挨拶　髙橋会長より挨拶があった。
「昭和61年卒の髙橋でございます。5月に開催されました総会で平成26年度・27年度の会長職を信任いただきましたので、微力ではございますが、会長を務めさせていただきたいと思います。さきほど承認いただきました、名誉会長の濱本先生を始め、副会長の平川先生、関先生、安岐先生、それから執行部の皆様と共に2年間仕事をして行きたいと思います。特別役員としまして、母校出身の教授が、従来の6名に加えて、今回、三木先生と日下先生が入っていただいて、8人になりましたことをご報告させていただきます。この2年間、従来行ってきた同窓会活動を継承して、少しでも発展できるように頑張っていきたいと思います。ご存じのように1986年の当時に濱本先生が同窓会を始めていただいて、2016年でちょうど30年になります。この2年間、時間もありますので、皆様のお知恵も借りながら、30周年の記念式典といったものを、考えて企画していきたいと思いますので、その際には宜しくお願いします。みなさまお忙しい中でございますが、理事の活動を含めて宜しくお願い致します。








